
 

 

 

 

 

 
 

 

 

～変わり目の年～  

 ５月１日の即位令をもって御世代わりです。元号も「平成」から「令和」に変わります。さて、

小学校は…。学校もいろいろと変わります。 

 

 ① 教育活動の見直し 

   小千谷市の学校教育のマスタープラン「おぢやっ子教育プラン」が改訂されました。目指す

子どもの姿が「自ら考え 心豊かに たくましく生きる 小千谷の子ども」と、新たに示され

ました。「自ら考え」が新たに付け加わりました。社会全体が、「自分はこうしたい。」「自分は

こうなりたい」と考えて主張したり、行動したりすることが要求されるようになってきました。

特に外国の人と付き合う場面では、「自分の主張」が大切です。それに対応した改訂です。 

   千田小学校としては、教育目標、教育計画を大きく見直すことはしません。学校の教育目標

は「心豊かに たくましく 伸びる子」。それを受けて教科の学習や児童会活動や学校行事を計

画し、実践してきました。また、千田小学校が加盟している青少年赤十字の「合言葉」は「気

づき 考え 実行する」です。これも学校の教育活動の大きな柱です。これらの視点は、「自ら

考え」という視点が目指す子ども像に付け加えられた「おぢやっ子教育プラン」の考え方と一

致しています。ですので、千田小学校としては、あえて教育目標や教育計画を大きく見直すこ

とはせず、今までの取組をさらに充実させていくように努めていくこととしました。 

   新潟県教育委員会も見直しを行っているところで、学習したことの定着状況を確かめるため

に、毎月実施していました Web 配信テストが、年間３回実施に変わりました。県教委からは

「事後指導を丁寧にやるように」という指導がありました。千田小学校として、各教科の単元

テストの結果を丁寧に見直すことなども行い、定着状況を確実に把握することに努めます。 

② 英語・外国語活動充実のため夏休みを短縮します 

   令和２年度から完全に実施される新学習指導要領では、５，６年生は週２時間、年間で７０

時間の英語の学習が、３，４年生は週１時間、年間３５時間の英語や外国の文化に親しむ外国

語（英語）活動が必修となります。千田小学校では、１年前倒しで英語の学習、外国語活動を

７０時間、３５時間実施し、英語の力を十分に蓄積して千田中学校に進学するように体制を整

えることにしました。平成３１年度・令和元年度は御世代わりの年で、即位礼正殿の儀等のた

め、５月には１０連休があり、１０月にも休日が１日増えます。そこで、夏休みを７月２６日

から８月２７日までに短縮して、必要な授業時間数を確保することにしました。 

③ 教員の「働き方改革」… 

   近年、報道をにぎわすようになった「教員の多忙化」に対応するため、文部科学省、新潟県

教育委員会から「毎月の残業時間を４５時間以内にする」という目標が示され、業務を見直す

よう指導がありました。今までも多忙化解消のため、職員会議等を減らす、学校行事の準備に
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かける時間を減らす、家庭訪問の実施時期を見直すなどの取組をしてきましたが、さらに見直

しを進めます。年度始めに、「今まで普通だと思ってきたことを、改めて必要かどうか考え直す」

ことから始めました。家庭訪問を住居所確認に代える、学級だよりの発行回数を週１回から２

週に１回くらいにするなど、すぐにやれることから実施しています。子どもたちの学校での様

子を「来週の予定」の裏面で紹介したりして、「学校の中が見えるようにする工夫」もしていき

ます。「今までと違う」ことが増えてきますが、不安なこと、心配なことなどがありましたら、

いつでもお問い合わせください。 

 

生物の世界では、変化に対応してきたものだけが生き残ってきました。学校も社会の変化や要請

に対応して行くことは、重要なことです。変わっていかなければなりません。変革の年、変わり目

の年だからこそ、実践可能な思い切った改革をしていこうと思っています。皆様のご理解とご協力

をお願いします。 

      （文責：校長  目黒栄一） 


